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2,4-D 
 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価資料 
・暫定基準 
・飼料中基準値設定 
・インポートトレラ

ンス設定 
・適用拡大 

フェノキシ系 

オーキシン作用により

植物の分裂組織を異常

に活性化して奇形を生

じさせる。 

除草剤 

・農薬抄録 
・JMPR 資料 
・米国資料 
・EU 資料 
・豪州資料 

 
【試験成績の概要】 

１．動物体内運命試験において、ラットに経口投与された 2,4-D の投与後 48 時間

における体内吸収率は、低用量で少なくとも 95.0%、高用量で少なくとも

92.6%と算出された。体内では特定の組織に蓄積する傾向は認められなかった。

排泄は速やかで、投与後 48 時間で 85.5%TAR 以上が尿中に排泄された。尿中

放射能の主要成分は未変化の 2,4-D であった。また、畜産動物（ヤギ及びニワ

トリ）においても排泄は速やかであり、10%TRR を超える代謝物は検出され

ず、代謝物 C が少量検出された。 
 
２．植物体内運命試験の結果、非遺伝子組換え作物（水稲及び小麦）において、代

謝物 G が単独で 10%TRR を超えて認められた。2,4-D 耐性遺伝子組換え作物

（だいず、とうもろこし及びわた）において、代謝物 C（糖抱合体を含む）が

10%TRR を超えて認められた。 
 
３．毒性試験において、2,4-D 投与による影響は、主に体重（増加抑制）、腎臓（尿

細管上皮変性等）、肝臓（肝細胞肥大等）、精巣（重量減少）、眼（網膜変性：

ラット）に認められた。 
 
４．発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒

性は認められなかった。 
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ピラジフルミド 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価資料 

・新規登録 
ピラジンビフェニ

ル型カルボキサミ

ド系 

ミトコンドリア電子伝

達系複合体 II（コハク

酸脱水素酵素系複合

体）活性の阻害 

殺菌剤 
・試験成績の概要

及び考察 
・試験報告書 

 
【試験成績の概要】 

1. 14C で標識したピラジフルミドのラットを用いた動物体内運命試験の結果、単回

経口投与後 72 時間のピラジフルミドの吸収率は少なくとも 90.6%と算出された。

投与放射能は主に胆汁を介して糞中に排泄された。主な成分として、尿中では代

謝物 B 及び B のグルクロン酸抱合体、糞中では未変化のピラジフルミド並びに代

謝物 B 及び C、胆汁中では代謝物 B のグルクロン酸抱合体及び C のグルクロン

酸抱合体が認められた｡ 
2. 14C で標識したピラジフルミドの植物体内運命試験の結果、いずれの植物におい

ても残留放射能の主な成分は未変化のピラジフルミドであり、10%TRR を超えて

認められた代謝物は、稲わらにおける B のグルコース抱合体であった。 
3. 各種毒性試験結果から、ピラジフルミド投与による影響は主に肝臓（肝細胞単細

胞壊死等）、甲状腺（ろ胞上皮細胞肥大等）に認められた。繁殖能に対する影響、

催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認められなかった｡ 
4. ラットを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験において、雄で甲状腺ろ胞細胞

腺腫及び甲状腺ろ胞細胞癌、雌で肝細胞腺腫の発生頻度の増加が認められたが、

腫瘍の発生機序はいずれも遺伝毒性によるものとは考え難く、評価に当たり閾値

を設定することは可能であると考えられた。 
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ミクロブタニル（第３版） 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価書に追加した資料 
・適用拡大 トリアゾー

ル系 
菌類細胞の主要構成成

分であるエルゴステロ

ール生合成の阻害 

殺菌剤 ・国内作物残留試験（しそ） 
 

 
【試験結果の概要】 

1. ラットを用いた動物体内運命試験の結果、ミクロブタニルは投与 1 時間で Cmax

に達し、吸収率は少なくとも 89.2%以上であった。投与放射能は、投与後 96 時

間で約 80%TAR 以上が糞中及び尿中に同程度排泄された。体内では肝臓及び腎

臓への分布が多かった。排泄物中の未変化のミクロブタニルは 10%TRR 未満で

あり、主要代謝物として M7 が存在した。 
2. 畜産動物を用いた動物体内運命試験の結果、10%TRR を超える代謝物として、泌

乳ヤギの可食部で M2、M3、M4、M5、M6 及び M7+M15、産卵鶏の可食部で

M3、M4 及び M19 が認められた。 
3. 植物体内運命試験の結果、主要成分は未変化のミクロブタニルであり、主要な代

謝物として M4、M8、M9、M12 及び M13 が 10%TRR を超えて存在した 
4. ミクロブタニル及び代謝物（M3、M4、M8 及び M9 の合計）を分析対象化合物

として作物残留試験が実施された。ミクロブタニル及び代謝物の最大残留値は、

いずれも最終散布 14 日後に収穫した茶（荒茶）の 9.57 及び 1.95 mg/kg（ミク

ロブタニル換算で 1.85 mg/kg）であった。また、泌乳牛においてミクロブタニル

及び代謝物 M4 又は M6、産卵鶏においてミクロブタニルを分析対象化合物とし

た畜産物残留試験の結果、最大残留値は、泌乳牛ではミクロブタニルが 0.011 µg/g
（肝臓）、代謝物 M4 が 0.032 µg/g（肝臓）、代謝物 M6 が 0.015  µg/g（乳汁）、

産卵鶏ではミクロブタニルが 0.129 µg/g（卵）であった。 
5. 各種毒性試験結果から、ミクロブタニル投与による主な影響は肝臓（絶対及び比

重量増加等）及び長期投与における精巣（萎縮等：ラット）に認められた。発が

ん性及び遺伝毒性は認められなかった。 
6. ラットを用いた 2世代繁殖試験において、妊娠率及び出産率の低下が認められた。 
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